
 

 

６月５日  春日山原始林              北條 都 

山 名 春日山原始林 山行名   

ルート 春日山原始林～若草山 

山行日 ２０２１年６月５日 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー：北條 都        サブリーダー：藤本 光代 

男性：黒崎高生 竹原順治 佐々木康治 木田修司             

女性：幾田邦江 竹原絹栄 今村ひとみ 伊藤多恵子 日野れい子             

合計： １１名  

ルート概略図 

 

 
 

コースタイム 

地名 
時：

分 
地名 

時：

分 

近鉄奈良駅 
集 8:00 

若草山 
着 11:55 

発  8:00 発 12:40 

奈良公園内 
着 8:10 

二月堂 
着 13:00 

発 8:30 発 13:30 

首切り地蔵 
着 10:00 

東大寺南大門 
着 14:00 

発 10:10 発  

春日山石窟仏 
着 10:20 

 
着  

発 10:30 発  

鶯の滝 
着 10:55 

 
着  

発 11:10 発  

山行報告 

新型コロナ禍の中での例会で、マスク着用、手指のこまめな消毒、会の非接触型体温計での

検温などで細心の注意を払って実施した。 

春日山は春日大社の神山として手付かずの状態で残された世界遺産登録の原始林で、貴重な

ルーミスシジミ（蝶々）も見ることができ、マイナスイオンを胸一杯吸って美味しい空気でコ

ロナも一気に吹き飛ばせるような気がした。 

春日大社や道中、そして、若草山も頂上の駐車場が緊急事態宣言のため閉鎖されていて人が

少なく、ゆっくり昼食をとることができた。 

古の奈良の知っているようでなかなか歩いたことがないコース、若草山から一望する奈良の

町並みはとても素晴らしかった。 

天気もよく、久しぶりの例会ということで高低差はあまり無いけれど、１２キロほどを気持

ちよく歩くことができた。 

ハイキングセミナー読図（ヤマップの講習）も SLの Fさんの指導のもと行うことができたの

で、これからの山行で活かせてもらえれば嬉しい。 

参加者の協力で、予定より１時間早く帰路につけて良かった。 

ヒヤリハット 

     なし 

 



 

 

春日山原始林感想文                            

 

藤本 光代 

標高は高くなくハイキング程度の山だけど春日原始林は雰囲気が好きな山のひとつです。今回のよう

に週回りで行けば 3 万歩いき歩いた感はあります。T さんの綺麗な歌声も聞け、ルーミスシジミも見れ

て 2回目の不慣れな SLでしたが皆さんとご一緒でき楽しめました。ありがとうございました。 

  

黒崎 高生 

昨日までの大雨・・・当日も天気予報では晴れるが雲が多く、にわか雨に注意と言っていたが心配無

用でした。近鉄奈良駅から春日大社の境内を通り首切地蔵までの自然歩道はぬかるんでいるだろうと思

いながら歩くが意外と歩きやすかった。 

朝日観音・春日山石窟仏・鶯の滝と歴史とロマンを巡り若草山山頂から少し下ったところで心地よい

風の中、奈良盆地を見渡せながらの昼食。 

ＣＬ、ＳＬ、参加の皆様お疲れ様でした。ありがとうございました。 

 

伊藤 多惠子 

 市街地のすぐ隣にこんなに濃密な自然があるなんて！世界遺産に登録された春日山原始林、初めて歩

きました。春日大社の苔むした石灯篭が悠久の時を映しています。前日の雨で、石畳の道も林もしっと

りと潤っています。道は水量の多い沢に沿っていて、立派な滝もあります。きれいな水色の翅を持つル

ーミスシジミも飛び交っていて、心が洗われるような素敵な道のりでした。 

 ただ、蛭も多そうで、きっと誰か吸いつかれるなあ…と思っていました。休憩時に靴を脱いで点検す

ると、白いソックスに真っ赤なシミが。何のことはない、私が最初の被害者でした。後で H さんからも

申告がありました。そう言えば、二人とも素脚にズボンでしたね。 

 若草山に出ると、眼前に素晴らしい眺望が拡がっています。この懐かしい風景を見て、急に思い出し

ました。50数年前のことを。奈良でデートをして、若草山に登ったら、男子修学旅行生の一団に「アベ

ックだ、ヤ～イ、ヤ～イ！」とはやし立てられたのでした。顔を真っ赤にしてうつむいていました。今

では考えられない純情さですね。 

 前日にワクチンを打ったばかりなのにしっかりまとめてくれた CL の H さん、軽快な足取りでリード

してくれた SLの Fさん、ありがとうございました。 

 

木田 修司 

奈良公園には何度となく来ているのだが、春日山へはこの年になって生れて初めてである。往時には

剣豪たちが往来していた柳生街道は、鬱蒼として夏でも涼しそうな山道であった。 また、鶯ノ滝での

チョットした降下体験も楽しめた。 

ＣＬ・ＳＬと現地に精通したＫさんによる丁寧な下見に加え、ヤマップ活用の説明（ハイキングセミ

ナー②）をありがとうございました。 

 

 

 



 

 

幾田 邦江 

若草山の山頂の芝生の上で寝そべってみると気分爽快でした。石畳の旧柳生街道には歴史ロマンを感 

じました。 

それから、YAMAPの色々な使い方を教えていただき大変勉強になりました。同行者と「メンバー」に

なる事により自分が撮ってない写真も見る事ができ、特に Kさんの写真コメントが傑作でした。いつの

日か Kさんの「若草山」コースがモデルコースとして使用されるでしょう。 

  

今村 ひとみ 

「原始林」？普通の山とどう違うのか気になりました。 

森林の中に入って行くと、前日までの大雨の雨水がまだ山の表面をさまよい、何処からともなく谷川

に向かって流れていました。川沿いにある苔で覆われた黄緑色の石畳の階段を歩きながら、水の音に癒

やされました。歩道は夕暮れ時のように薄暗く、歩きながら「空は晴れているのになあ」と思ってまし

たが、春日山原始林は 1000年以上も伐採が禁止されていると聞き納得しました。広葉樹林が太陽を遮り

辺りは暗いのです。 

古い石仏、初めて行った若草山のきれいな緑、おっとりとした鹿と煎餅欲しさに凶暴化する鹿に笑い、

京田辺とは縁の深い東大寺二月堂では階段を駆け上がり健脚を願いました。 

どこに行っても日本の深い歴史を感じさせてくれるハイキングでした。すごいぞ奈良！ 

 

竹原 絹栄 

春日山原始林に初めて入りました。 

集合の近鉄奈良駅や春日大社・若草山は何度も訪れていました。興福寺から春日大社の参道を抜け 

旧柳生街道の石畳道に入って行くと奈良市内の賑やかさが、まるでウソの様な春日奥山遊歩道登り口と 

なり･･こんなに近い所で山歩きや鶯の滝などを楽しめて、短い時間でも歩数は３万歩を越えていました。 

ＣＬさんＳＬさん楽しい１日を有難うございました。 

 

日野 れい子 

若草山に到着すると、いきなり眺望が開けました。今まで歩いてきた原始林のうっそうとした緑と、

山焼きと言う手入れで、柔らかな緑を保つ山の二色のコントラストには驚くものがあります。 

おにぎりをホウバって、歴史比べの様な京都と奈良を見渡して、おだやかさを満喫しました。 

今回、ヤマビル体験者２人目。私は、初体験でした。 

先輩の「大丈夫、大丈夫」に励まされて、心強かったです。 

その後の経過もその通りでした。ホッ。 

帰り際芝生の中に咲く、小さな白の 4弁の花発見。 

これも初めて見るものです。 

近くの公園で今年から咲いているというものと同じ？ 

見つけたことを喜んで、ゲートを出ました。 

 

 

 



 

 

五重の塔前の広場にてＳＬのヤマップ講座中 

興福寺 五重の塔 

若宮神社前の樹齢？？？年 

大クスの木を見上げる 
何？ 花？ 虫？ 

朝日観音 苔の階段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

みまもり機能 

登山者が YAMAP アプリでみまもり機能を有効にすると、登山中の自分の位置情報

を家族や友達に知らせることができます。 

登山開始から１～３分間隔で登録先に現在地が届き下山完了まで確認できる。 

下から見た二月堂 

鶯の滝 若草山三重目 

二月堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


